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令和４年度　第２回上下 道事業経営協議会　御質問への回答

№ 議事 御質問

回答課 下水道総務課

回答課 下水道総務課

回答

2
その他意
 ・質問

　資料７の１ページの回答を ると、下 道事業受益者負担 の調
定額が令和２年度と べ、令和３年度はかなり低いが、どのような理
由によるものか。（狩野委員）

　下 道事業受益者負担 は、下 道整備が完了した地域に対し、翌年度以降に賦課をしているため、前年
度の整備済 積により調定額が増減します。令和２年度及び令和３年度の調定額の基礎となる整備済 積
は、令和元年度43haから令和２年度28haと減少している（第２回資料４の36ページ参照）ことから、調定
額についても減少しています。
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２　（２）
次期下水
道使 料に
ついて

　そもそも雨水にかかる経費は一般会計で負担するという事、下水道使
 料は 道料 と連動しているという事について、正しい認識がありませ
んでした。なぜそうなったのか、できればその根拠などを示していただけると
ありがたいです。（馬居委員）

・家庭などから排出された汚 に要する経費は、特定の使 者が負担するため下 道使 料で賄いますが、 
 に要する経費は広く 般市 全体で負担をするため、税 などの公費で賄います。この根拠として、総務省で
定めている繰出基準に「  処理に要する経費」は 般会計から繰出すと定められています。
・下 道使 料は、 道 のみを下 道に排出している場合、 道使 量を下 道排 量とみなして算定す
ることが、静岡市下 道条例第13条に定められています。なお、 道 以外の （井  など）を使 してい
る場合は、世帯 数による認定 量で下 道使 料を計算しており、 道 及び 道 以外の を併 して
いる場合は、いずれか多い量を使  量として認定し計算します。
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２　議事　(１)①事務事業の外部評価意 まとめ・決定

№ 御意 

1 　他の の質問等により回答がありより理解が深まりました。

2 　外部評価の決定は、納得のいくものでした。委員の皆さんの意 を読み更に理解が深まりました。

3
　いつも丁寧な説明をしていただき、会議の内容が分かりやすくて助かります。ただ、分かりやす過ぎて、自分の中で、疑問がすり抜けていっている感覚も否めません。しっかり
疑問をもって、きちんと評価できているか、すこし心配ではあります。

4 　上下 道局の 頃のたゆまぬ努 により、静岡市はトラブルも少なく、き機的な状況は回避されている。今後もこのペースで事業を進めてください。
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２　議事　(２)次期下水道使用料について

№ 御意見

1 　1円単位で下水道使用料を請求するのは正確な金額を出すために納得がいくものである。無駄を省き当たり前の料金が請求されるのは抵抗がない。

2
　下水道使用料の値上げは、今後の経営の展望を聞いていると致し方ないと思いました。年間で最大の値上げ額が分かると一市民としてほっとします。だだ、最近、生活必
需品が値上がりしていることから、「値上げ」に敏感になっている方が多いと思うので、市民に分かりやすい説明が必須です。

3
　今回改定しないと、処理にかかる経費が過去２０年間変わっていない状態になると思います。今はいいけど後で困らないよう、見込まなければならない経費はしっかり見込
むようお願いします。今後の施設改築をどのくらいのスピードで進めていくのかによっても変わってくると思っています。

4 　使用料自体は減少が見込まれる中、使用料維持を検討しているとのことですが、近年の豪雨被害に対応できるだけの施設や処理能力の十分な整備を期待します。

5
　近年の物価高騰もあり、市民全体には更に負担を求める下水道使用料値上げは明解で詳細な根拠をしっかりと準備し、この協議会でも充分に検討してまいりたいと思っ
ている。

6
　財政事情もありやむを得ないのかもしれないが、昨今の値上げラッシュにより、消費者は値上げに対してかなり敏感になっている。仮に値上げをするのであれば、市民の声を
十分聴いたうえできちんと説明する必要がある。

7
　これまでのご説明や資料からやむを得ない値上げ（1円単位で請求）であることは理解しています。
　それでも、昨今の保険料や税金など、少しずつ確実に上がっていることと考えあわせると、世知辛いと思わずにはいられません。
　どうぞ、大切に使ってください。

　その他御意見

№ 御意見

1
　水道工事をしているところを目にすると、以前は「いつもやってるな。」と思っていました。こちらの協議会に参加するようになってからは「ご苦労をされているな。ありがたいな。」
と感謝をしてその場を通りすぎるようになりました。
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